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広報あらお

★荒尾市強調月間★

2月は
「火災予防の月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

学校通信 2
まちの話題 3
あらおのいきいき企業 5
成人式フォトレポート 6
子育てのひろば 8
特集　申告のご案内 10
パブリックコメントを募集しています 14
市民病院からのお知らせ 16
くらしの情報 17
試験・募集・イベント 22
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 25
図書館情報 26
文化センター情報 27
相談の窓口など 28
あらおカレンダー 31

さ らなる地域との連携・協働を目指し、また、子ども
たちの成長を支えていくために、「熊本版コミュニ

ティ・スクール」を本年度から導入しました。「子どもの
よりよい成長のために」を合言葉に、学校でやるべきこと、
家庭でやるべきこと、地域でできることなどについて話し
合い、取り組みを進めています。
　昨年 8 月、5・6 年生が「やはたの祭り」へボランティア
協力を行い、9 月には、1 年生がコスモスとヒマワリの種
まきを八幡地区協議会と一緒に本校プール横で行いました。
また、11 月 12 日には、「八幡っ子ふれあい広場」を開催し、
ゲストティーチャーによる「ふれあい教室」や PTA 主催の
バザーを行いました。「ふれあい教室」では、地域コーディ
ネーターの田

た な か

中加
か よ こ

代子さんに連絡・調整をお願いし、48 人
のゲストティーチャーが、「荒尾太鼓」、「S

ソ ン グ

ong S
ソ ン グ

ong S
ソ ン グ

ong」、
「いきなり団子づくり」や「ペットボトルで風車」など 12
の教室を設け、子どもたちは希望した教室で生き生きと活
動し、笑顔あふれる一日となりました。
　地域との触れ合いを今後も大切にしていき、さらに、「地
域貢献」を目指して、子どもたちが主体的に参画する活動
を計画していきたいと考えています。

まちの話題

楽しみながらエコライフを体感
～あらお環境まつり～
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　エコパートナーあらお市民会議はあらお環境
まつりを中央公民館で開催しました。
　松ぼっくり・ドングリ・木の枝を装飾しての
クリスマスツリーやリース作り、自転車型発電
機をこいでの電球の点灯、荒尾干潟に関する岱
志高校のポスター展示など多くのイベントに、
親子連れなどで楽しむ参加者の姿がありました。
　自然との触れ合いや省エネの大切さなどを体
験し、参加者は環境保全の大切さについて学ぶ
一日を過ごしました。

11/26 つながりづくりを元気づくりに
　　～元気づくり交流会～

　各地区の元気づくり委員会の親交を深めよう
と、元気づくり交流会を開催しました。交流イ
ベントは、昨年に引き続き平井地区協議会の平
井地区史跡探訪ウォーキングとなりました。少
雨に見舞われたものの、約 100 人の参加者は平
井の歴史に触れつつ、約 7km のコースを堪能。
ゴール後の温かい豚汁やおにぎりの振る舞いに、
心と体を温めました。参加した各地区の元気づ
くり委員会や地区協議会の役員は、「今回の体験
を今後の活動に生かしたい」と話しました。
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　地震と津波からの避難行動を確認するための
訓練を有明地区で実施しました。
　まず、小学校での訓練として、地震発生の知
らせにより、机に身を隠し、揺れが収まった後
に運動場に避難する地震避難訓練を実施しまし
た。次に、津波警報発表を想定してサイレンが
鳴り、より高い場所への避難を目指し、校舎 2
階に逃げる訓練を行いました。この訓練では、
有明地区の住民も参加し、小学校までの避難経
路を確認しながら、避難しました。

11/28 避難行動を身に付け災害に備える
～地震津波対応避難訓練～

「荒尾太鼓」の発表の様子
です。短い練習時間で、迫
力ある演奏ができました

◀

「Song Song Song」の練習。
ゴスペルの皆さんの指導で素
敵な歌声を響かせました

▶

「びゅんびゅんゴマ」作り。簡
単な道具でよく回るこまを作
ることができました

◀

荒尾の発明家、8年連続の出場
～荒尾少年少女発明クラブ、全国大会出場～
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　東京工業大学屋内競技場で開催された全国少
年少女チャレンジ創造コンテスト全国大会に、
県代表として荒尾少年少女発明クラブの近

こんどう

藤
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起さん（三中 2年）、渡
わたなべ

邉拓
た く ま

真さん（海陽中 2
年）、倉

く ら た

田恵
けいすけ

輔さん（海陽中 1年）が出場しまし
た。地元を紹介するからくりパフォーマンスカー
で、パフォーマンスの内容や車の走行の正確さ
を競う大会です。3 人は、JR 九州の代表的な車
両である 815 系と鉄道車両の方向転換する転車
台を製作して大会へ臨みました。

2018.02 Arao City 23 Arao City 2018.02


